
区民みんなが大活躍
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cZ捗チ
秋
の
サ
ー
ク
ル
会
員
大
募
集
〃
〃

さ
あ
、
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

国′
レ

Ⅳ
′
レ輩〆

し

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
教
養
の
秋
で
す
。

お
ん
が
少
年
少
女

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

本
ク
ラ
ブ
の
方
針
は
、
サ
ノ
カ
ー
を

通
し
て
◎
友
だ
ち
つ
く
り
◎
人
へ
の
思

い
や
り
◎
物
事
を
や
り
通
す
心
等
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
し

●
練
習
日
時
　
火
・
木
＝
牛
後
～
時
－

7
時
、
窮
∵
・
一
・
右
上
＝
牛
後
2

時
～
5
時
、
第
　
∵
川
上
＝
年
前
9

時
－
正
当
i

●
練
習
場
所
　
違
質
総
合
遊
動
公
団
線

の
広
場
　
（
駅
南
側
コ
ミ
セ
ン
裏
）

●
対
象
部
員
　
小
2
－
小
6
男
女

●
会
費
　
月
二
千
円
　
（
初
回
ス
ポ
ー
ツ

保
険
四
百
円
）

●
申
込
み
　
嶋
崎
慎
宮
さ
ん

℡
　
（
2
8
2
）
　
3
1
5
6
ま
た
は
直

接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

メ
ー
ト
ル
の
ネ
ノ
ト
を
は
さ
ん
で

大
き
な
羽
根
を
手
で
打
ち
合
い
ま
す
。

低
廉
つ
く
り
や
競
技
と
し
て
、
全
国
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
月
曜
日
　
午
後
1
時
0
0

分
～
9
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
質
勤
労
者
体
脊
セ
ン

●
対
象
　
1
8
歳
以
上
の
人
　
（
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
）
　
雄
に
ジ
ャ
ン
プ
カ
や
ハ

ネ
の
あ
る
人
大
歓
迎

●
会
費
　
月
血
石
円

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
体
験
は
練

習
日
に
直
接
会
場
に
お
越
し
に
な
る

か
、
遠
賀
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
。
田

中
幸
男
さ
ん
ま
で
　
℡
　
（
2
4
4
）

1

8

6

9

遠
賀
レ
ク
の
会

キ
ャ
ン
プ
指
導
、
野
草
や
野
鳥
観
察

会
、
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
等
の
ィ
ベ

ン
ト
開
催
を
い
っ
し
ょ
に
手
伝
っ
て
い

た
だ
け
る
人
を
採
し
て
い
ま
す
、

●
例
会
目
　
毎
月
第
二
火
聞
‖
　
牛
後

1
時
0
0
分
－
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
i
－
i

●
対
象
者
　
1
8
歳
以
上
の
人
　
（
若
い
人

大
歓
迎
）

●
会
費
　
年
六
十
i
l
J

※
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
例
会
日

に
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
遠
賀
レ
ク
の
会
　
田
中

辛
男
さ
ん
ま
で
　
℡
　
（
2
4
4
）
　
1

8

6

9

遠
賀
レ
ク
ダ
ン
ス

リ
ス
ム
に
の
っ
て
身
体
を
動
か
せ
る

方
、
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。

●
と
麦
－
・
と
こ
ろ

◇
鳥
門
会
場
∴
体
の
部
∴
第
二
・
回
火

曜
H
　
午
前
1
0
時
－
正
午
　
第
－
武

道
場

◇
広
波
会
場
　
夜
の
部
　
第
－
一
・
回
木

棚
‖
　
牛
後
1
時
0
0
分
－
9
時
　
広

漉
小
字
校
体
育
館

◇
浅
本
会
場
　
夜
の
部
∴
第
二
・
回
火

隅
田
　
午
後
1
時
0
0
分
－
9
時
　
東

和
苑
公
民
館

●
会
費
　
月
八
百
円

●
問
い
合
わ
せ

◇
昼
の
部
　
梅
田
や
す
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
0
4

◇
夜
の
部
　
梅
田
　
典
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
1

遠
賀
俳
友
句
会

最
初
に
会
場
に
入
っ
た
時
は
、
誰
で

も
ひ
と
り
ば
っ
ち
で
す
。
で
も
、
二
度

日
の
出
席
の
時
に
は
、
上
数
人
の
と
も

た
ち
が
出
来
て
い
ま
す
。

●
と
き
∴
毎
月
第
．
・
第
‥
金
弼
H

午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遺
質
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
男
女
、
年
齢
は
問
わ
ず

●
会
費
　
月
五
百
円
、
入
会
金
不
要

●
申
込
み
　
玉
野
信
彦
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
0
1
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フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

週
に
一
回
、
和
気
あ
い
あ
い
と
練
習

し
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
も
す
で
き
な

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
心
と
身
体
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
な

ら
初
心
者
の
方
が
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

見
学
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
1
時
0
0

分
－
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
松
ノ
本
公
民
館

●
対
象
者
　
老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

●
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
千
円

●
申
込
み
　
末
日
さ
ん
　
℡
（
2
9
3
）

4
1
5
8
　
岡
村
さ
ん
　
℡
　
（
2
9

3
）
　
3
3
1
0
　
（
夜
間
で
も
か
ま
い

ません。）
合
気
道
一
心
会

武
産
合
気
道
で
心
と
体
を
鍛
え
ま
せ

ん
か
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
女
性
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。
も
ち
ろ
ん
昇
段
も

あ
り
ま
す
。
護
身
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

健
康
増
進
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
月
・
木
曜
日
の
午
後
6

時
0
0
分
か
ら
8
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

●
対
象
　
中
学
生
以
上
の
一
般
男
女

※
入
会
希
望
者
は
月
・
木
曜
日
の
午
後

6
時
0
0
分
ま
で
に
遠
賀
南
中
学
校
武

道
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
多
門
芳
雄

さ
ん
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
2
0

油

絵

虹

の

会

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の

に
年
輪
や
キ
ャ
リ
ア
は
ほ
と
ん
ど
関
係

な
い
。
好
奇
心
の
あ
る
方
、
す
ぼ
ら
し

い
才
能
の
芽
が
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
よ
い
チ
ャ
ン
ス
だ
。
水
上
先
生

が
親
切
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
初
心
者
大
歓
迎
。

●
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
1
時

－
3
時
　
た
だ
し
月
四
回

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
会
費
　
月
三
千
円
　
（
入
会
金
不
要
）

●
問
い
合
わ
せ
　
山
本
忠
雄
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
3
2

健
康
ア
イ
体
操

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
な
ど
の
動
き
を
中
心
に
、
健
康
で

若
々
し
い
自
分
を
目
指
し
ま
す
。
現
在
、

チ
ュ
ー
ブ
体
操
も
進
行
中
で
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

◇
第
一
武
道
場
　
毎
週
月
曜
日

午
前
1
0
時
1
5
分
～
日
時
4
5
分

◇
広
渡
公
民
館
　
毎
週
火
曜
日

午
後
8
時
1
5
分
－
9
時
0
0
分

●
会
費
　
月
二
千
円
、
入
会
金
千
五
百

円
●
問
い
合
わ
せ
　
岩
透
七
美
恵
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
3

田
園
弱
音
圏
　
茸

和
裁
を
な
き
り
た
い
お
友
達
を
募
集

い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
様
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
（
月
三
回
）
　
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ンター・

●
会
費
　
月
三
千
円
、
他
に
五
百
円
（
教

室
使
用
料
、
冷
暖
房
費
）

●
問
い
合
わ
せ
　
中
野
英
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
8
1
2

遠
賀
剣
道
教
室

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
。
元
気

な
子
ど
も
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
い
つ

で
も
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
日
時

▽
第
一
武
道
場
＝
毎
週
月
・
金
曜
日
▽

遠
賀
南
中
学
校
式
道
場
＝
毎
週
水
・

土
曜
日
▽
島
門
小
学
校
体
育
館
＝
毎

週
水
・
土
曜
日

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
6
時
か
ら
1

時
0
0
分
ま
で

●
入
会
希
望
者
は
1
0
月
1
7
日
　
（
金
）
　
ま

た
は
、
1
0
月
2
4
日
　
（
金
）
　
午
後
6
時

に
第
一
武
道
場
　
（
中
央
公
民
館
・
北

側
）
　
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
毛
利
浩
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
1
4
1
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下
水
道
の
普
及
促
進
を
め
ざ
し
て

遠
賀
川
駅
前
で
街
頭
啓
発

9
月
同
日
は
下
水
道
促
進
デ
ー
で
す
、
ド
水
道
の
普
及
は
住
民
に

安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保
し
、
河
川
、
湖
沼
、
海
の
水
質
汚
濁
の

防
正
な
と
重
要
な
役
訓
を
果
た
し
て
い
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
鯨

施
設
で
す

現
在
刑
で
は
上
水
道
の
督
枚
と
事
業
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
ま

す
　
こ
の
日
達
雄
用
駄
前
で
、
町
長
、
助
役
、
下
水
道
課
の
職
員
が
、

卜
水
道
に
母
す
る
忠
誠
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
チ
ラ
シ
を

配
っ
て
勘
頼
啓
発
を
行
い
ま
し
た

遠
賀
川
に
つ
い
て
の
つ
と
U

I
 
L
O
V
E
遠
賀
川
i
n
　
芦
屋

9
月
1
日
、
違
質
川
流
域
伴
星
の
交
流
会
「
I
 
L
O
V
E
　
遠
質

用
　
I
n
 
l
雪
屋
」
が
草
庵
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
∪
交
流
会
で

は
、
達
鮎
川
の
河
川
浄
化
を
は
じ
め
環
境
の
保
全
に
取
り
組
む
グ
ル
ー

プ
の
発
表
な
と
が
行
わ
れ
、
道
雄
叩
か
ら
も
竹
炭
つ
く
り
と
ケ
ナ
フ
栽

培
を
行
っ
て
い
る
6
人
が
活
動
状
況
を
ス
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
説
明
し
竹

炭
の
河
川
浄
化
へ
の
効
果
や
紙
を
ケ
ナ
フ
か
ら
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
森

林
の
伐
採
を
抑
制
で
き
る
こ
と
な
ど
を
力
説
し
、
参
加
者
の
・
日
日
を
集

め
ま
し
た
。
竹
炭
つ
く
り
に
励
む
手
島
寿
・
告
き
ん
一
今
日
質
）
　
は
、
「
流

域
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
、
い
わ
ば
点
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

交
流
会
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
線
で
続
は
れ
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が

あ
り
ま
す
（
」
と
流
域
住
民
の
ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
大
切
さ
に
つ

い
て
話
し
て
い
ま
し
た
（

自
分
の
身
は
、
自
分
で
守
ろ
う

痴
漢
等
事
故
防
止
講
演
会

8
月
2
7
日
に
中
央
直
公
良
鮪
で
、
新
旭
篤
察
薯
‥
生
活
安
全
課
少
年

係
良
の
中
島
宏
民
を
招
い
て
、
痴
漢
等
事
故
防
正
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
最
近
町
内
に
お
い
て
十
と
も
た
ち
が
痴
漢
行

為
笠
に
あ
う
事
故
が
多
発
し
て
い
る
た
め
に
、
中
央
区
役
員
会
が
痴
漢

事
故
を
防
ご
う
と
い
う
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
、
講
師
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
／
）
中
島
氏
は

子
と
も
た
ち
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
実
技
・
実
演
を
交
え
た
講
演
を

行
い
、
参
加
者
の
み
な
ぎ
ん
に
も
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
（
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園田口吻郎閻躍（町内分・敬称略）

小学生ソフトバレーボール大会　8月31日

遠賀勤労者体育センタ一・第一町民体育館
◇勤労者体育センターの都

優勝＝芙蓉キヤノノアイチーム、2位＝広漉Aチーム、

3位＝東和苑Aチーム

◇第　一町民体育館の郎

優勝＝田園北チーム、2位＝別府チーム、3位＝広渡Bチーム

ゲートボール大会　9月8日

遠賀総合運動公園ゲートボール場琵綱圏
優勝＝芙蓉チーム、2位＝新町チーム、3

億二松ノ本Aチーム

少年サッカー大会　9月14日

遠賀総合運動公園緑の広場　　嵩

優勝＝おんが少年少女サッカークラフ

「ヽ

㊨ ����鵡 

）／＼邁轍、／ ∴∴ � �� �／・翫騨 ∴一 �i案闇 

†二歩 �∴一 員 

、畿／＼ �当 ��轡 �豊 l 釜、 � 

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
を
受
賞

白
石
登
善
雄
さ
ん
（
遠
賀
川
）

9
月
5
日
に
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
福
間
で
、
平
成
9
年
福

岡
県
高
齢
者
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、
白
石
登
善
雄
さ
ん
　
（
逼

賀
川
）
　
が
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
）

白
石
さ
ん
は
、
「
単
位
グ
ラ
フ
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
協

力
で
受
賞
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
ー
会
員
と
し
て
老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
白
石
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

U
つ
ま
で
も
お
一
狂
気
で

町
長
が
町
内
最
高
齢
者
を
訪
問

9
月
1
2
日
に
町
長
が
印
内
‥
呼
高
齢
者
の
擬
部
瀧
手
さ
ん

（
本
手
）
　
を
訪
ね
ま
し
た
。
織
部
さ
ん
は
現
在
遼
負
い
そ

へ
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
が
と
て
も
お
几
気
で
、
年

齢
は
な
ん
と
剛
歳
、
明
治
3
0
年
の
生
ま
れ
で
す
（
　
違
費
町

の
最
高
齢
者
と
し
て
誇
り
を
も
ち
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
お
週
こ
し
く
だ
さ
い
。
長
寿
お
め
で
と
う
こ
き
い
ま
す
。



くらしの

町県民税（3期）
10月16日から10月31日まで

役場293－1234

中興公民簾

展示ロビーだより

●教示備品

レザークラフト

●教示嘱6

10月24日（合）まで

平和への願いを込めて

戦没者追悼式を
行います

過去の大戦では、多くの人た

ちが亡くなられました。遠賀町

では、戦後52年を経た今日、戦

没者を追悼し、世界の恒久平和

●問い合わせ　福

言‾

落とし物のございませぬように… 
犬のフンの処理を忘れずに 

保健衛生係から犬を飼っている皆様にお願い 

公開建築パトロールを
行います

10月14日から20日までは違反建

築防止週間です。福岡県では、違
反建築物を未然に防止し、建築物
の安全と良好な住環境の確保を図
るために、関係機関・団体の協力
を得て、建築工事中の現場への立
ち入り調査を実施します。
●実施日10月16日（木）

●対象地域　福岡県下全域
●問い合わせ　福岡県建築指導課
℡092（651）1111内線4294

4
か
月
児
健
康
珍
重

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
0
月
2
1
日
　
（
火
）
　
午
後
1
時

1
0
分
～
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
4
か
月
～
5
か
月
児

（
平
成
9
年
5
月
か
ら
6
月
ま
で
に
生

ま
れ
た
乳
児
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導
、
栄

薬
士
に
よ
る
栄
養
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
査
票
、
ハ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

G
－
V
E
 
B
L
Q
Q
D

S
A
V
E
 
L
－
F
E

宴
の
献
血
に
電
算
を
お
願
い
し
ま
す

●
と
き
　
1
0
月
2
2
日
　
（
水
）
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
　
（
正
午
か
ら
午
後
1
時

ま
で
は
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
種
類
　
二
〇
〇
諏
・
四
〇

〇
諏

●
そ
の
他
　
今
回
は
成
分
献
血
は
あ
り

ま
せ
ん
。
前
回
　
（
6
月
2
3
日
）
　
に
実

施
し
た
献
血
に
は
、
百
一
人
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と
B
C
e
予
防

接
種
が
あ
り
ま
す

●
と
き

▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
＝
1
0
月
2
2

日
　
（
水
）

▽
B
C
G
予
防
接
種
＝
1
0
月
2
4
日
（
金
）

（
受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
－
1
時
0
0
分

接
種
＝
午
後
1
時
0
0
分
－
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
3
か
月
～
4
8
か
月
未
満
児

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

栄
養
指
導
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
ハ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

青
年
海
外
協
力
隊
員

募
集
説
明
会
が
あ
り

ま
す

青
年
海
外
協
力
隊
貝
を
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
の
技
術
、
経
験
、
情
熱
を

開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
め
に
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や

待
遇
等
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
ま
た
、
協
力
隊
広
報
映
画
の
上
映

や
帰
国
隊
員
の
体
験
発
表
も
あ
り
ま

す
。
入
場
料
、
予
約
等
は
一
切
不
要
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
2
0
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で

●
募
集
期
間
　
1
0
月
1
5
日
－
Ⅱ
月
0
0
日

●
説
明
会
の
と
き
・
と
こ
ろ

日
月
4
日
　
（
火
）
　
午
後
6
時
0
0
分
～

9
時
　
I
I
C
A
九
州
国
際
セ
ン

タ
ー
（
I
R
八
幡
駅
下
車
徒
歩
1
5
分
）

●
問
い
合
わ
せ
　
国
際
協
力
事
業
団
九

州
国
際
セ
ン
タ
ー

℡
　
（
6
1
1
）
　
8
3
4
9

乳
児
相
談
があ

り
ま
す

●
と
き
　
1
0
月
2
8
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
和

室
●
対
象
　
生
後
3
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
栄
嚢
士
に
よ
る



農作物に感謝、慰謝

農業祭のテーマを募集
11月30日に開催される遠賀中間地区農

業祭のテーマ（主題）を募集しています。

入選者には記念品を贈呈！多数のご応

募お待ちしております。

ちなみに去年のテーマは「味わおう郷

土でとれる　旬の味」でした。

▽応募方法と応募先

ハガ辛に①テーマ②住所③氏名④年齢

⑤電話番号⑥農業祭に期待することをご

記入のうえ、岡垣町

横塚354JAおんが

農振連まで。

締切は10月20日必着。

●問い合わせ

産業課農政商工係
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危
険
物
取
扱
者
試
験

と
試
験
準
備
講
習
会

が
あ
り
ま
す

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

●
と
き
　
日
月
0
0
日
　
（
円
）
　
午
前
m
時

か
ら

●
試
験
擢
類
　
甲
種
、
乙
種
4
類
～
6

類
お
よ
び
丙
種

●
試
験
会
場
　
九
州
共
立
大
学

●
願
書
受
付
　
郵
送
受
付
に
限
り
ま
す
。

●
郵
送
受
付
先
　
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区

千
代
一
丁
目
ニ
ー
五
㈱
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
福
間
県
支
部
　
1
0
月
1
7

日
の
消
印
ま
で
有
効

※
受
験
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

◆
危
険
物
準
備
講
習
会

●
と
き
　
日
月
2
3
日
　
（
日
）
　
午
前
8
時

0
0
分
－
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

●
講
習
対
象
　
乙
種
4
類
お
よ
び
丙
種

●
講
習
受
付
場
所
お
よ
び
受
付
期
間

中
間
市
浦
防
本
部
お
よ
び
遠
賀
郡
消

防
本
部
、
日
月
2
2
円
ま
で

●
受
講
料
　
二
千
円
　
（
会
員
・
学
生
千

五
百
円
）
　
な
お
テ
キ
ス
ト
、
問
題
集

は
別
途
実
費
で
販
売
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
遠
賀
郡
消
防
車
部
予
防

課
予
防
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5

●
と
き
　
1
1
月
1
3
日
　
（
木
）
　
I
R
戸
畑

駅
　
午
前
9
時
2
0
分
集
合
、
午
後

3
時
5
0
分
解
散

●
見
学
先
　
白
鳥
石
油
備
蓄
基
地
、
白

鳥
展
示
館
、
日
華
油
脂
㈱
若
松
工
場

●
募
集
人
数
　
四
十
人
　
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
費
用
　
無
料
　
（
集
合
地
ま
で
の
交
通

費
は
自
己
負
担
）

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
「
施
設

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」
と
書
き
、

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
1
0
月
2
4

日
　
（
金
）
　
必
清
で
。

●
申
込
先
　
〒
8
1
2
¶
　
（
住
所
は
記
入
不

要
）
　
福
岡
県
消
費
生
活
課
物
価

流
通
係

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
消
詣
生
活
課

物
価
流
通
係
　
℡
0
9
2
　
（
6
4

1

）

　

3

8

6

4

北
九
州
自
動
車
運
転
免
許

試
験
場
の
場
内
駐
車
場
が

全
面
閉
鎖
に
な
り
ま
す

●
閉
鎖
期
間
　
平
成
9
年
1
1
月
か
ら
平

成
1
0
年
3
月
末
　
（
予
定
）
　
ま
で

●
そ
の
他
　
閉
鎖
期
間
中
ご
来
場
さ
れ

る
人
は
、
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
、
試
験
日

等
、
試
験
場
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

．
切
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
北
九
州
自
動
車
運
転

免
許
試
験
場

℡
　
（
9
6
1
）
　
4
8
0
4

同
月
は
「
労
働
保
険
適

用
促
進
月
間
」
で
す

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労

災
保
険
）
　
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
は
、
従
業
員
が
失
業
し
た

場
合
に
失
業
給
付
を
行
う
ほ
か
、
在
職

者
を
対
象
と
し
た
雇
用
継
続
給
付
馴
鹿

（
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
・
育
児
休
業

給
付
「
　
失
業
の
予
防
や
雇
用
機
会
の

増
大
を
行
う
事
業
主
に
対
し
て
一
定
の

要
件
に
よ
り
各
種
助
成
金
の
支
給
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
加
入
手
続
き

を
と
ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
様

は
、
従
業
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
　
（
公
共
職
業
安
定
所
）
・
労
働

基
準
監
督
署
で
加
入
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
部
雇
用

保
険
課
　
℡
0
9
2
　
（
6
5
1
）
　
1

1

1

1

内

線

3

1

1

9

県
外
に
お
住
ま
い
の

阪
袖
・
淡
路
大
展
災

の
被
災
者
の
皆
様
へ

行
政
情
報
や
被
災
地
の
状
況
を
掲
載

し
た
情
報
紙
「
ひ
ょ
う
ご
便
り
」
を
無

料
で
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
送
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
に
「
ひ
ょ
う

ご
便
り
」
送
付
希
望
と
明
記
の
、
つ
、
え
、

①
住
所
②
氏
名
③
竃
話
番
号
④
被
災
時

の
居
住
地
を
記
入
し
て
申
込
み
く
だ
さ

い。●
申
込
先
　
〒
脚
神
戸
市
中
央
区
下
山

手
通
五
－
一
〇
－
一
兵
庫
県
畠
活
復

興
推
進
課

※
兵
庫
県
浸
災
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
県
外
に
お
住
ま
い
の
被
災
者
の
皆

様
の
た
め
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

℡

0

1

2

0

　

（

1

8

）

　

4

1

3

3

を

設
け
、
無
料
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。



ご注意ください！ 

老人会格安旅行を名目にした 
ふとん販売 

（国民生活センターからの危害情報） 
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老
人
会
等
を
通
し
て
「
ふ
と
ん
－
場

見
学
付
き
格
安
旅
行
」
を
募
集
し
、
実

際
は
旅
行
先
で
高
繊
な
羽
毛
ふ
と
ん
の

販
売
を
す
る
、
と
い
う
販
売
手
口
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
）
老
人

会
の
旅
行
と
い
う
こ
と
で
気
軽
に
参
加

し
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
多

く
注
意
が
必
宴
で
す
。

◆
苦
情
の
典
型
的
パ
タ
ー
ン

①
「
ふ
と
ん
上
場
見
学
」
が
コ
ー
ス
に

組
み
込
ま
れ
た
、
老
人
会
の
格
安
旅

行
に
参
加
す
る
。

②
旅
行
中
、
工
場
見
学
の
後
福
相
の
旅

館
や
ホ
テ
ル
の
一
室
、
食
事
を
と
っ

た
店
な
と
で
、
羽
毛
ふ
と
ん
セ
ッ
ト

の
販
売
が
行
わ
れ
る
。

③
「
本
日
に
限
り
特
別
に
安
く
す
る
」

「
羽
毛
ふ
と
ん
は
体
に
よ
い
」
な
ど

言
葉
巧
み
に
勧
め
ら
れ
、
あ
る
い
は

強
引
な
売
り
方
で
、
断
り
き
れ
ず
に

契
約
し
て
し
ま
う
、

①
「
よ
く
考
え
る
と
必
要
な
い
し
、
高

す
さ
る
」
　
「
事
前
に
ふ
と
ん
の
販
売

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
な
か
っ

た
」
　
「
家
族
に
反
対
さ
れ
た
」
　
な
と

の
理
由
で
解
約
を
希
望
す
る
。

◆
ア
ト
バ
イ
ス

☆
老
人
会
等
に
業
者
か
ら
絡
安
旅
行
の

勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
、
「
ふ
と
ん
の

販
売
」
と
い
っ
た
別
の
目
的
が
な
い

か
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
、
つ
∴

☆
確
認
の
舘
果
、
業
者
の
主
H
的
が
他

に
あ
り
そ
う
な
ら
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
こ
と
も
考
え
て
参
加
し
な
い

力
が
取
離
で
す
、
）

☆
も
し
旅
行
中
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た

b
、
8
日
間
以
内
で
あ
れ
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
し
　
（
営
業

所
等
以
外
の
揚
所
で
契
約
し
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い
て
記
載
の
あ

る
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
8
日
間

以内）
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
場
合

も
解
約
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

早
め
に
県
の
消
詣
互
活
セ
ン
タ
ー
や

最
寄
り
の
消
鷲
者
相
談
窓
口
に
柵
捺

し
ま
し
ょ
う
。

◆
福
岡
県
消
雑
生
活
セ
ン
タ
ー

℡

0

9

2

　

（

6

3

2

）

　

9

9

9

9

田
園
回
国

読
非
の
秋
。
1
0
月
2
7
日
か
ら
　
「
読
書

週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
活
字
離
れ
が

言
わ
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
い
つ

の
時
代
に
も
本
が
好
き
な
人
は
い
る
も

の
で
す
。
最
近
は
、
特
定
の
分
野
の
本

だ
け
を
扱
う
専
門
惇
店
、
あ
る
い
は
一

般
書
も
あ
る
け
れ
と
、
あ
る
分
野
に
関

す
る
本
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
曹
店

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ル
も
、

絵
本
や
児
童
書
、
音
楽
、
映
画
・
演
劇
、

古
典
芸
能
、
自
然
の
動
椀
物
や
自
然
保

護
関
係
の
本
を
専
門
に
扱
っ
て
い
る
評

店
、
ミ
ス
テ
リ
ー
を
充
実
さ
せ
た
書
店

な
ど
、
多
方
面
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
福
岡
天
神
で
大
型
書
店
が

次
々
と
オ
ー
プ
ン
し
、
プ
ソ
ク
戦
争
も

お
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

読
書
に
も
散
歩
に
も
よ
い
季
節
で
す
。

あ
な
た
も
足
を
延
ば
し
て
、
新
し
い
普

店
を
開
拓
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。


